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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

２【事業の内容】 

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

回次 
第110期 

第１四半期連結
累計(会計)期間

第109期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成19年 
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円） 5,645,395 21,440,742 

経常利益（千円） 693,482 2,916,845 

四半期（当期）純利益（千円） 643,344 1,785,496 

純資産額（千円） 11,581,937 10,974,207 

総資産額（千円） 21,210,432 21,136,861 

１株当たり純資産額（円） 1,537.77 1,457.06 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
85.42 236.98 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － 

自己資本比率（％） 54.6 51.9 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△39,126 2,024,758 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
61,363 △2,412,106 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△329,198 △167,926 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
1,147,396 1,454,358 

従業員数（人） 278 276 
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４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載し

ております。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書で記載してお

ります。 

第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．金額は、販売価額により算出しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．金額は、販売価額により算出しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 278 (125) 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 231 (97) 

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 

特殊鋼事業 4,836,030 

不動産賃貸事業 － 

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円） 

特殊鋼事業 5,266,882 6,022,085 

不動産賃貸事業 － － 

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 

特殊鋼事業 5,030,846 

不動産賃貸事業 614,548 

合計 5,645,395 

相手先 

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

金額（千円） 割合（％） 

大同興業㈱ 1,078,967 19.1 

㈱西友 575,509 10.2 
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２【経営上の重要な契約等】 

    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1）業績の状況 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、設備投資は底堅く推移したもののかげりが見え始め、原油をは

じめとした製品や原材料価格の高騰が個人消費ならびに企業収益を圧迫し、景気の足取りが弱まる展開となりまし

た。 

 一方で特殊鋼業界におきましては、引き続き好調な輸出品や自動車業界向け製品を中心に需要は堅調に推移し、高

水準の生産が継続いたしました。 

 このような環境の中で、当社グループの特殊鋼事業につきましては、旺盛な需要環境が継続する中、さらなる生産

能力の拡大に努め、受注の増加に対応してまいりました。また、不動産賃貸事業につきましても一層のサービス向上

に努めました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は前年同四半期に比べ６億３千４百万円増の56億４千５百万

円となりました。収益面では、販売価格の改善とコスト削減を推し進めましたが、原材料価格高騰の影響等により、

経常利益は前年同四半期に比べ８千万円減の６億９千３百万円、四半期純利益は特別利益に計上した受取補償金等の

影響により前年同四半期に比べ１億７千５百万円増の６億４千３百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ①特殊鋼事業 

 売上高は前年同四半期に比べ６億５百万円増の50億３千万円、営業利益は１億１千８百万円減の４億２千５

百万円となりました。 

 ②不動産賃貸事業 

 売上高は前年同四半期に比べ２千８百万円増の６億１千４百万円、営業利益は３千８百万円増の２億４千７

百万円となりました。 

(2）資産、負債および純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ７千３百万円増加し、212億１千万円

となりました。主な要因は、法人税等の支払等による現金及び預金の減少３億６百万円、受取補償金の未収計上等

によるその他流動資産の増加３億９千８百万円によるものであります。 

 一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ５億３千４百万円減少し、96億２千８百

万円となりました。主な要因は、法人税等の支払による未払法人税等の減少３億７千２百万円、長期借入金の減少

額１億８千１百万円によるものであります。 

 また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純利益６億４千３百万円を主な要因として、前連結会計

年度末に比べ６億７百万円増加し、115億８千１百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計

年度末の51.9％から2.7ポイント増加し、54.6％となりました。 

(3）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度に比べ３億６百万円減少し、11億４千７百万円となりました。 

  

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金収支は、３千９百万円の減少となりました。これは、プ

ラス要因として、税金等調整前四半期純利益10億７千６百万円、減価償却費１億７千８百万円、マイナス要因とし

て、法人税等の支払額７億５百万円、受取補償金の未収計上額４億１千６百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金収支は、６千１百万円の増加となりました。これは、有

価証券の償還による収入１億円、無形固定資産の取得による支出３千９百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金収支は、３億２千９百万円の減少となりました。これ

は、長期借入金の返済による支出２億５千万円、配当金の支払額７千８百万円等によるものであります。 
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動 

 当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２千２百万円（売上金額比0.4%)で

あります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

  当第１四半期会計期間において、エフエムアール エルエルシーから、平成20年６月20日付の大量保有報告

書の写しの送付があり（報告義務発生日 平成20年６月13日）、報告義務発生日現在で以下のとおり株式を所

有している旨報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため当社として当第１四半期会計

期間末時点における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができません。 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 30,200,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年８月13日） 

上場金融商品取引所名 
または登録認可金融商
品取引業協会名 

内容 

普通株式 7,550,000 7,550,000 ジャスダック証券取引所 － 

年月日 
発行済株式
総数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金 
増減額（千円） 

資本準備金 
残高（千円） 

平成20年４月１日～ 

平成20年６月30日 
－ 7,550,000 － 827,500 － 560,772 

氏名または名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

エフエムアール エルエルシー 
82 Devonshire Street, Boston,  

Massachusetts 02109, USA  
667 8.83 
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（６）【議決権の状況】 

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】 

②【自己株式等】 

 （注）当第１四半期会計期間末における自己株式数は18,368株であります。 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。 

平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式   18,000  
－ － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,494,000  7,494 － 

単元未満株式 普通株式   38,000 － － 

発行済株式総数 7,550,000 － － 

総株主の議決権 － 7,494 － 

平成20年６月30日現在

所有者の氏名 
または名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式） 

東北特殊鋼株式会社 

仙台市太白区長町 

七丁目20-1 
18,000 － 18,000 0.24 

計 － 18,000 － 18,000 0.24 

月別 
平成20年 

4月 
5月 6月 

最高（円） 1,570 1,560 1,630 

最低（円） 1,500 1,525 1,500 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,147,396 1,454,358

受取手形及び売掛金 4,395,289 4,431,781

有価証券 400,569 400,708

商品 2,123 4,659

製品 489,466 400,551

半製品 66,755 201,520

原材料 709,235 874,732

仕掛品 1,170,417 807,038

貯蔵品 47,732 53,349

繰延税金資産 142,187 236,221

その他 424,150 26,063

貸倒引当金 △310 △322

流動資産合計 8,995,013 8,890,663

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,519,361 7,600,348

機械装置及び運搬具（純額） 1,136,041 1,113,946

工具、器具及び備品（純額） 61,220 58,582

土地 1,332,688 1,332,688

建設仮勘定 39,901 23,740

有形固定資産合計 ※1  10,089,212 ※1  10,129,305

無形固定資産 131,747 97,996

投資その他の資産   

投資有価証券 1,533,877 1,557,639

従業員に対する長期貸付金 2,969 3,772

繰延税金資産 302,166 300,673

その他 159,031 159,511

貸倒引当金 △3,585 △2,702

投資その他の資産合計 1,994,458 2,018,895

固定資産合計 12,215,419 12,246,197

資産合計 21,210,432 21,136,861
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,178,690 2,113,699

短期借入金 931,683 1,000,396

未払法人税等 343,932 716,800

賞与引当金 154,415 306,129

その他 695,135 561,221

流動負債合計 4,303,857 4,698,246

固定負債   

長期借入金 1,000,000 1,181,386

繰延税金負債 202,482 170,112

長期預り金 3,677,862 3,677,862

修繕引当金 389,454 380,679

退職給付引当金 12,859 10,679

役員退職慰労引当金 41,980 43,689

固定負債合計 5,324,637 5,464,407

負債合計 9,628,494 10,162,653

純資産の部   

株主資本   

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 9,861,905 9,301,409

自己株式 △15,441 △15,270

株主資本合計 11,234,956 10,674,632

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 346,980 299,574

評価・換算差額等合計 346,980 299,574

純資産合計 11,581,937 10,974,207

負債純資産合計 21,210,432 21,136,861
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日） 

売上高 5,645,395

売上原価 4,636,545

売上総利益 1,008,850

販売費及び一般管理費  

運賃及び荷造費 102,384

給料及び手当 59,472

賞与引当金繰入額 32,809

退職給付費用 3,331

役員退職慰労引当金繰入額 3,694

その他 134,669

販売費及び一般管理費合計 336,361

営業利益 672,488

営業外収益  

受取利息 3,079

受取配当金 8,369

仕入割引 17,099

その他 2,198

営業外収益合計 30,746

営業外費用  

支払利息 6,025

売上割引 3,725

その他 1

営業外費用合計 9,752

経常利益 693,482

特別利益  

受取補償金 416,890

特別利益合計 416,890

特別損失  

たな卸資産評価損 33,913

特別損失合計 33,913

税金等調整前四半期純利益 1,076,459

法人税、住民税及び事業税 339,808

法人税等調整額 93,307

法人税等合計 433,115

四半期純利益 643,344
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,076,459

減価償却費 178,354

貸倒引当金の増減額（△は減少） 871

賞与引当金の増減額（△は減少） △151,714

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,200

修繕引当金の増減額（△は減少） 8,775

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,180

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,709

受取利息及び受取配当金 △11,448

支払利息 6,025

受取補償金 △416,890

売上債権の増減額（△は増加） 36,491

たな卸資産の増減額（△は増加） △143,877

仕入債務の増減額（△は減少） 64,991

未払消費税等の増減額（△は減少） △31,890

その他の資産の増減額（△は増加） 18,813

その他の負債の増減額（△は減少） 42,013

小計 659,247

利息及び配当金の受取額 12,667

利息の支払額 △6,021

法人税等の支払額 △705,018

営業活動によるキャッシュ・フロー △39,126

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △2,115

無形固定資産の取得による支出 △39,395

投資有価証券の償還による収入 2,070

貸付けによる支出 △300

貸付金の回収による収入 1,103

投資活動によるキャッシュ・フロー 61,363

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △250,099

自己株式の取得による支出 △171

配当金の支払額 △78,928

財務活動によるキャッシュ・フロー △329,198

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △306,961

現金及び現金同等物の期首残高 1,454,358

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,147,396
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１．会計処理基準に関する事

項の変更 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更 

 たな卸資産 
  通常の販売目的で保有するたな卸資
産については、従来、主として移動平
均法による原価法によっておりました
が、当第１四半期連結会計期間より
「棚卸資産の評価に関する会計基準」
（企業会計基準第９号 平成18年７月
５日）が適用されたことに伴い、主と
して移動平均法による原価法（貸借対
照表価額については収益性の低下に基
づく簿価切下げの方法）により算定し
ております。 

  これにより、営業利益、経常利益は
それぞれ12,412千円、税金等調整前四
半期純利益は46,325千円減少しており
ます。 

  なお、セグメント情報に与える影響
は、当該箇所に記載しております。 

  
  
  

当第１四半期連結会計期間  
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日） 

棚卸資産の評価方法  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度の実地棚卸高を基礎として合理

的な方法により算定する方法によっており

ます。 

固定資産の減価償却費の算定

方法 

 定率法を採用している固定資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっておりま

す。 

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 該当事項はありません。 

項目 
当第１四半期連結会計期間末 

（平成20年６月30日） 
前連結会計年度末 

（平成20年３月31日） 

※１．減価償却累計額        10,781,039千円 10,608,329千円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

（株主資本等関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．配当に関する事項 

 配当金支払額 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．事業区分は、市場の類似性等を基に、「特殊鋼事業」と「不動産賃貸事業」とに区分しております。 

２．各事業の主な製品 

 
３．配賦不能営業費用はありません。 

４．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更１．（1）に記載のとおり、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会

計基準第９号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、「特殊鋼事業」

については、営業利益が12,412千円減少しております。なお、「不動産賃貸事業」に与える影響はありませ

ん。 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年６月30日現在） 

  （千円）

現金及び預金勘定 1,147,396

現金及び現金同等物 1,147,396

普通株式  7,550,000株 

普通株式  18,368株 

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日 

定時株主総会 
普通株式 82,849 11.00  平成20年３月31日  平成20年６月30日 利益剰余金 

  
特殊鋼事業 
（千円） 

不動産賃貸 
事業（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売  上  高           

(1）外部顧客に対する売上高 5,030,846 614,548 5,645,395 （－） 5,645,395 

(2）セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

－ － － （－） －

計 5,030,846 614,548 5,645,395 （－） 5,645,395 

営 業 利 益 425,238 247,250 672,488 （－） 672,488 

   特殊鋼鋼材……耐熱鋼、磁性材料、ステンレス鋼、合金鋼等 

 (1）特殊鋼事業  加工製品………機械加工品 

   熱処理加工……熱処理品 

 (2）不動産賃貸事業………土地賃貸、建物等賃貸、メンテナンス業 
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【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 本国以外の国または地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、記載を省略しておりま

す。 

【海外売上高】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

(1）アジア…………韓国、インド、タイ、中国、台湾、インドネシア 

(2）ヨーロッパ……ドイツ 

(3）アメリカ………アメリカ、ブラジル 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

２【その他】 

 該当事項はありません。 

  アジア ヨーロッパ アメリカ 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 863,159 154,417 30,007 1,047,583 

Ⅱ 連結売上高（千円）       5,645,395 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
15.3 2.7 0.5 18.6 

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,537.77円 １株当たり純資産額 1,457.06円

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 85.42円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 

 潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。
 

  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 643,344 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 643,344 

期中平均株式数（株） 7,531,703 

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月13日

東北特殊鋼株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 今野 利明  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 小池 伸城  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北特殊鋼株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北特殊鋼株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

2008/08/12 15:02:37東北特殊鋼株式会社/四半期報告書/2008-06-30


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】 
	第１【企業の概況】 
	１【主要な経営指標等の推移】 
	２【事業の内容】 
	３【関係会社の状況】 
	４【従業員の状況】 

	第２【事業の状況】 
	１【生産、受注及び販売の状況】 
	２【経営上の重要な契約等】 
	３【財政状態及び経営成績の分析】 

	第３【設備の状況】 
	第４【提出会社の状況】 
	１【株式等の状況】 
	（１）【株式の総数等】 
	（２）【新株予約権等の状況】 
	（３）【ライツプランの内容】 
	（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 
	（５）【大株主の状況】 
	（６）【議決権の状況】 

	２【株価の推移】 
	３【役員の状況】 

	第５【経理の状況】 
	１【四半期連結財務諸表】 
	（１）【四半期連結貸借対照表】 
	（２）【四半期連結損益計算書】 
	（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

	２【その他】 


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
	四半期レビュー報告書

	NextPage3-2008/08/12 15:11:59: - 1 -
	NextPage4-2008/08/12 15:11:59: - 2 -
	NextPage5-2008/08/12 15:11:59: - 3 -
	NextPage6-2008/08/12 15:11:59: - 4 -
	NextPage7-2008/08/12 15:11:59: - 5 -
	NextPage8-2008/08/12 15:11:59: - 6 -
	NextPage9-2008/08/12 15:11:59: - 7 -
	NextPage10-2008/08/12 15:11:59: - 8 -
	NextPage11-2008/08/12 15:11:59: - 9 -
	NextPage12-2008/08/12 15:11:59: - 10 -
	NextPage13-2008/08/12 15:11:59: - 11 -
	NextPage14-2008/08/12 15:11:59: - 12 -
	NextPage15-2008/08/12 15:12:00: - 13 -


